
2022（令和４）年国民生活基礎調査／通院者数、年齢（５歳階級・最も気になる傷病）より抜粋
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(単位:千人)

糖尿病
脂質異常症
（高コレステロール血症等）
高血圧症
脳卒中
（脳出血、脳梗塞等）
狭心症・心筋梗塞

サンヨー連合健康保険組合

No.3372026 Summer

ご家庭にお持ち帰りになって
ご家族の健康増進にお役立てください

ご家族・任意継続加入のみなさまへ

対象者

コース

特定健診受診券 イーウェル
一般健診A1コース

イーウェル
特定健診コース

40歳以上（被扶養者・任意継続被保険者） 39歳以下（配偶者のみ）

お近くの
健保連集合A・B契約医療機関

で受診
※市区町村の健診で｢受診券｣が
　必要な場合も発行可能

胸部レントゲン・心電図検査
もある充実コース

オプションで
胃がん・乳がん・子宮がん検診も

オプションで
子宮がん検診も

メタボチェックにぴったり

申込方法

巡回巡回 施設施設

サンヨー連合健保の家族健診は　すべてのコースが　　　　　です

　内臓脂肪の蓄積に高血糖、脂質異常、高血圧のうちの２つ以上が重なった状態をメタボリックシンドロームといい
ます。40歳代以降に増加してきますが、症状がないため気づかずに放置していると、いずれ糖尿病や虚血性心疾患、
脳卒中などの深刻な病気の発症につながりかねません。
　健康診断でメタボリックシンドロームに早めに気づき、案内があれば保健指導を受けて、重症化を防ぐことが大切です。

生活習慣病の通院者数 (男女総数)

健診はお済み健診はお済みですかですか？？
健康診断健康診断をを受けて生活習慣病受けて生活習慣病をを予防しましょう予防しましょう！！

無料



167,400円＋（医療費－
558,000円）×1％

80,100円＋（医療費－
267,000円）×1％

57,600円

35,400円

所得区分 低所得者
（住民税非課税）

標準報酬月額
28万円未満＊

標準報酬月額
28万円以上53万円未満

標準報酬月額
53万円以上83万円未満

標準報酬月額
83万円以上

年間上限 290,000円
〔24,200円〕

530,000円
〔44,200円〕

530,000円
〔44,200円〕

1,110,000円
〔92,500円〕

1,680,000円
〔140,000円〕 新設

36,900円
〔24,600円〕

61,500円
〔44,400円〕

85,800円＋（医療費
－286,000円）×１％

〔44,400円〕

179,100円＋（医療費
－597,000円）×１％

〔93,000円〕

270,300円＋（医療費
－901,000円）×１％

〔140,100円〕

252,600円＋（医療費
－842,000円）×1％

令和８年改正のポイント医療費が変わる!

入院時の食費や光熱水費の負担引き上げ

その他の改正

食材費等の高騰を踏まえ、入院時の食費や光熱水費の負担が引き上げられました。

一般所得者の場合

［65歳以上で療養病床　入院時の生活療養標準負担額］
・食費負担：1食510円 ➡ 550円
・居 住 費：1日370円 ➡ 430円

6月から

［入院時の食事療養標準負担額］
1食510円 ➡ 550円

＊標準報酬月額が15万円以下に該当することが確認できた場合、年間上限41万円が適用され、令和9年8月以降に償還払いされます。
※年間上限の〔　〕内は、月額平均額。

高額療養費の自己負担限度額の引き上げ、年間上限の新設
全世代型社会保障を構築する観点から、所得区分に応じた自己負担限度額の引き上げが実施される予定です。また、
年間上限が新設されるなど、長期療養者等の経済的負担に配慮した見直しを行います。今回の改正以降も段階的
に見直しが予定されています。

8月から

なお、サンヨー連合健保では自己負担限度額に
対し40,000円を超えた分は、付加給付金とし
て払い戻しされます。
※市区町村より医療費の助成を受ける分は除きます。
※入院時食事療養および入院時生活療養の標準負担額は給
付の対象ではありません。

 令和8年8月以降
 令和8年7月まで

70歳未満の場合　月額上限引き上げのイメージ
※〔　〕内は、直近12カ月間に、同一世帯で３カ月以上

高額療養費に該当した場合の４カ月目以降の自己負
担限度額（引き上げは予定されていません）。
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雑収入他

経常収入
30.1億円

保険料
収入

事務費他

保険給付費
病気やケガをしたと
きの医療費や出産等
の際の給付金

経常支出
29.2億円

納付金
高齢者の医療費の
一部を負担するた
めの納付金等

健診や健康づくり
のための費用

保健事業費

◆端数処理の関係で合計が合わない場合があります

【収入】被保険者数減少により、保険料収入が前年度より減少
【支出】納付金は前年度より増加したが、保険給付費が減少

決算のお知らせ ７月17日開催の第193回組合会で
令和7年度決算が承認されました。令和７年度

経常収入30.1億円　経常支出29.2億円　収支差＋0.9億円 
（経常外を含めた収支差　＋2.0億円）

健康保険 介護保険

収入 介護保険料他 2.9億円
支出 介護納付金他 3.3億円
収支差引額 ▲0.4億円

［単位：億円］

※赤字については介護準備金を繰入

※

先発医薬品を選んだ場合の自己負担が増加
後発医薬品（ジェネリック医薬品）
があるにもかかわらず、患者が先発
医薬品（長期収載品）を希望し処方
してもらうと、自己負担が加算され
ます。これまではジェネリック医薬
品との差額のうち「4分の1」が加
算されていましたが、6月からは「2
分の1」に引き上げられました。

6月から

「被扶養者現況調査」について
被扶養者認定の適正化のため、令和8年度の被扶養者「現況調査」を行います。健康保険制度の適正な運用
を行うために、ご家族が扶養の要件を満たしているか調査しますので、期限までに速やかに「調査票」・「必
要添付書類」をご提出ください。

調査
対象

令和8年6月1日時点
①18歳以上の被扶養者
②18歳未満の被扶養者（被保険者が配偶者を扶養していない場合、子どものみが対象）
※国のシステムとの連携により、一定の収入以上の方を抽出のうえ調査します。

現況調査

（ジェネリック医薬品1,000円、長期収載品2,000円の場合）

選定負担
250円＊＋消費税25円

＊1,000円×1/4＝250円

患者負担
（3割）
525円

保険給付
（保険外併用療養費）

1,225円

長期収載品
【2,000円】

250円＋消費税25円
＋525円＝800円

選定負担
500円＊＋消費税50円

＊1,000円×1/2＝500円

患者負担
（3割）
450円

保険給付
（保険外併用療養費）

1,050円

長期収載品
【2,000円】

500円＋消費税50円
＋450円＝1,000円

注意

最終的な
患者負担

選定療養は保険外の療養と
なりますので、消費税（10％）
が別途かかります。

長期収載品の薬価から、該当す
るジェネリック医薬品のうち最
も薬価が高いものの薬価を控除
して（引いて）得た価格（価格差）
に、2分の1を乗じて得た価格
が選定負担となります。

令和8年5月まで 令和8年6月以降

３割負担の場合のイメージ 差額 1,000円

200円の負担増



令和８年７月発行　サンヨー連合健康保険組合
〒541-0043　大阪府大阪市中央区高麗橋4丁目5番2号
　　　　　　　高麗橋ウエストビル3階
　　　　　　　TEL 06-6484-7121（代表）
ホームページ URL https://www.kenpo.gr.jp/sanyo/

〔個人情報の取り扱いについて〕
サンヨー連合健康保険組合では、「個人情報保護に関する基本方針」
を定め被保険者やご家族の個人情報保護に万全を尽くすことに努め
ています。
基本方針、利用目的はホームページに掲載しておりますので、ご確
認ください。


